
7～9月 10～12月 7～9月 10～12月 7～9月 10～12月 7～9月 10～12月 7～9月 10～12月

今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し

△ 43 △ 65 △ 28 △ 42 △ 40 △ 50 △ 49 △ 42 △ 50 △ 45
(△ 47) (△ 50) (△ 25) (△ 23) (△ 50) (△ 20) (△ 63) (△ 56) (△ 52) (△ 58)

△ 43 △ 61 △ 40 △ 36 △ 40 △ 60 △ 71 △ 62 △ 52 △ 43
(△ 54) (△ 58) (△ 26) (△ 29) (△ 50) (△ 30) (△ 60) (△ 57) (△ 56) (△ 59)

△ 29 △ 46 △ 32 △ 36 △ 20 △ 30 △ 46 △ 41 △ 26 △ 26
(△ 33) (△ 27) (△ 19) (△ 34) (△ 20) (0) (△ 30) (△ 30) (△ 41) (△ 56)

△ 36 △ 62 △ 35 △ 38 △ 33 △ 50 △ 71 △ 56 △ 48 △ 43
(△ 39) (△ 50) (△ 26) (△ 31) (△ 56) (△ 22) (△ 60) (△ 60) (△ 52) (△ 55)

１位

２位

３位

 きわめて不振

製品ニーズの変化へ
の対応

製品（加工）単価の低
下

代金回収の悪化

販売単価の低下

需要の停滞需要の停滞

請負単価の低下

とくに好調 好調 まあまあ 不振

消費者ニーズの変化
への対応

１．平成２２年７月～９月期の景気動向

建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業 サービス業

　全業種のDI平均値は、前期（４～６月期）の△４６．６ポイントから△４４．６ポイントとなった。回復基調にあった製造業は、今期△９ポイ
ントと再び悪化した。業種全体では、建設業は横ばい、卸売業とサービス業で改善傾向となったが小売業は大幅に悪化した。

売 上 高

経営上の
当面する
問題点

採　　算

資金繰り

業　　況

民間需要の停滞

官公需要の停滞

需要の停滞

需要の停滞

利用者ニーズの変化
への対応

利用料金の低下

購買力の他地域への
流出

※（　）は前回調査時のＤ・Ｉ値

（25≦DI<50） （0≦DI<25） （△25≦DI<0） （DI<△25）（50≦ＤＩ）

※当所では分析にあたってＤ・Ｉ（好転したとする企業割合から悪化したとする企業割合を差し引いた値）を採用しました。

前期に比べわずかで
はあるが、改善の兆し
が見られた。しかし、本
来夏場の需要が見込
まれる時期としては依
然需要の停滞が続い
ている。公共工事が減
少傾向にある中、住宅
エコポイントの効果も中
小零細企業には大き
な効果が出ていない状
況。

また、請負単価の低
下が経営上の問題の２
番目にあげられ、企業
の経営改善には大きな
支障となっており、厳し
い経営状況が続く。

業種別
コメント

売上高ＤＩ値は１４ポ
イント改善。猛暑による
需要やエコポイントに
よるテレビ買替え、衣
料品の購入など特需
によるもの。採算や資
金繰り、業況は悪化、
改善の勢いが鈍化。

大型店等、競争激化
に伴う購買力の他地域
へ の 流 出 や 消 費 者
ニーズの変化への対
応、需要の停滞などに
より、収益確保は難し
い状況が続く。

来期見通しでも年末
商戦を前に改善傾向
にあるものの、個人消
費は低調で推移。

資金繰りＤＩ値は改善
しているものの、売上、
採算、業況とも横ばい
状況。猛暑により外出
しての飲食が減退し、
天候不順による材料費
の高騰、低価格競争な
どにより、厳しい状況が
続く。

来期見通は、大きな
改善も見込まれない。

前期に引き続き今期
もわずかではあるがＤＩ
値に回復が見られた。
若干の景気回復感が
出始めてはいるが、エ
コカー補助金の終了
や家電エコポイントの
改正などいままで景気
を牽引してきた国施策
の中止、円高による影
響なども懸念される。

来季の見通しＤＩ値は
大幅に悪化。

受注は業種によって
ばらつきが見られ、金
属・鉄工関係はやや安
定している。しかし、小
ロット、短納期に加えて
単価の低下により、採
算・資金繰りに影響が
ある。

設備投資を実施した
企業割合が前期に比
べ増加。要因は生産
設備の老朽化や製品
ニーズの変化に対応
するためのもの。

製造業全体に資金
繰りに苦慮している。

業種

項目
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